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回

覧

や
わ
た
ニ
ュ
ー
ス

今
月
の
予
定

○

八
月
上
旬

区
費
の
徴
収

○

八
月
七
日
（
土
）
夜

弥
五
郎
嶋

盆
踊
り

中
止

○

八
月
十
九
日
（
木
）

午
後
一
時
半
～

や
わ
た
サ
ロ
ン

（
夏
の
健
康
講
座
）

場
所
：
や
わ
た
町
民
館

○

九
月
中
旬

夕
方

天
平
ロ
マ
ン
の
夕
べ

場
所
：
国
分
尼
寺
史
跡
公
園

検
討
中

○

九
月
二
十
日
（
月
）
午
前

敬
老
会
（
神
事
の
み
実
施
、

三
役
で
対
応
）

場
所
：
八
幡
宮

○

九
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前

町
内
一
斉
清
掃

本
紙
面
の
問
い
合
わ
せ
は
、
や
わ
た
町
民
館
ま
で
。

町
内
会

三
役

夏
越
の
大
祓

六
月
三
十
日
（
水
）
午
後
四
時
か

ら
、
八
幡
宮
に
お
い
て
、
夏
越
の
大

祓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
者
を
町
内

会
三
役
と
氏
子
総
代
に
限
定
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

大
祓
の
後
、
関
係
者
と
一
部
の
希

望
者
で
、
「
水
無
月
の
夏
越
の
祓
す

る
人
は
千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な

り
」
と
唱
え
な
が
ら
茅
の
輪
く
ぐ
り

を
行
い
ま
し
た
。

八
幡
桜
草
刈

七
月
十
四
日(

水
）
午
前
中
、
八
幡

桜
を
育
て
る
会

運
営
委
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
西
古
瀬
川
の
堤
防
の
草

刈
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
十
七
日
（
土
）
の
会
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
刈
草
の
除
去
は
、
好
天
に

恵
ま
れ
、
暑
い
中
、
無
事
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
運
営
委
員
の
皆

さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

夏
休
み
臨
時
児
童
ク
ラ
ブ

や
わ
た
町
民
館
２
階
の
大
和
室
を

使
用
し
た
、
夏
休
み
臨
時
児
童
ク
ラ

ブ
が
、
七
月
二
十
一
日
（
水
）
～
八

月
三
十
一
日
（
火
）
の
期
間
、
開
か

れ
て
い
ま
す
。

元
教
師
体
験
者
が
常
駐
し
て
、
児

童
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

夏越の大祓茅の輪くぐり

八
幡
町
な
ご
み
の
会

六
月
二
十
七
日(

日
）
午
前
中
、
八

幡
町
な
ご
み
の
会
の
発
起
人
で
、
八

幡
駅
前
の
南
北
の
道
路
両
側
の
花
壇

に
、
夏
用
草
花
を
植
え
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
、
会
員
を
募
集
し
て
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
化
（
色
々
な
草

花
等
を
植
え
込
ん
で
い
く
）
を
推
進

す
る
予
定
で
す
。


